
廃棄飲料からバイオエタノール燃料を製造し
循環型社会形成に貢献

株式会社DINS堺 バイオエタノール事業所



大栄環境ホールディングスの概要

1



大栄環境ホールディングスの概要
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DINS堺のご紹介
共生の森

株式会社DINS堺
大阪府堺市西区築港新町四丁2-3

◆業種 ： 廃棄物処理業
◆資本金 ： 96,000千円
◆従業員数 ： 106名
◆処理方法
RAC事業所 ：破砕・選別
バイオ事業所 ：破砕、焼却、

加水分解、
発酵、蒸留

株式会社グリーンアローズ関西
：破砕、圧縮梱包
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バイオエタノールの完成！■リグニン製造設備
加水分解設備で発生した
リグニンはバイオマス
燃料として出荷しています。

バイオエタノール事業所について
資源をムダなく活用し、高品質なバイオエタノール燃料を製造

■前処理設備
破砕機を使って細か
いチップに粉砕し各
工程へ送ります。

■加水分解設備
木材チップを糖とリグ
ニン（残さ）に分解し、
その糖を発酵槽へ送り
ます。

廃木材

■バイオマスボイラー発電設備
木材チップを燃焼し、蒸気を発生さ
せて工場内で利用するとともに発電
し場内利用しています。余った電気
は電力会社に売電しています。

■発酵設備
回収した糖液は
「KO11」と呼ばれる
遺伝子組み換え菌を加
えて発酵させます。

■濃縮・蒸留・脱水設備
発酵した低濃度エタノール
を濃縮・蒸留・脱水工程を
経て、99度以上のバイオエ
タノール燃料を精製します。

リグニン

前処理設備 発酵設備 濃縮・蒸留・脱水設備

 廃木材を使用しバイオエタノールを製造しています。
 プラント内で使用する蒸気や電気などのエネルギーをすべて

バイオマスで賄うなど、製造過程でも環境保全に貢献してい
ます。

 残さ分（リグニン）もバイオマス燃料として出荷しています。
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＜ ＦＩＴ認定！ ＞
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廃棄飲料処理について
 廃棄飲料は破砕後、焼却処理されるのが一般的。

もったいないなぁ



廃棄飲料の受入開始

加水分解工程をスキップしてバイオエタノール製造が可能
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 廃棄飲料処理は製造工程の短縮に！

『もったいない』×『工程の改善』

加水分解 発酵 蒸留等



廃棄飲料の受入開始

■ 廃棄飲料は「糖液」そのものになる！

金平糖を水に溶かしたものを発酵させたところ、、、

平成24年： タンクローリー車による廃棄飲料の受入を開始
平成27年： 製品廃棄物破砕設備の導入

梱包された状態の
廃棄飲料（製品廃棄物）にも対応が可能に！
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